であろう か。 鏡で 見る の は、 恐らく、 顔と か 髪と か 襟 

元と か、 部分的な ものば かりであろう。 もし 立 姿 全体 

を、 鏡で 見る とか、 或るい は 障子に 写った 影絵で 見る 

ならば、 そのお 化け 然 たる 恰好に、 自分で も ぞっとす 

る ことだろう。 知らぬ が 幸 だ。 

これ は、 然し、 外観 だけの ことで ある。 その ジ ヤン 

グルを 押し分け、 頭脳の 内部にまで ふみ 込んで みるな 

らば、 そこ も、 恐らく は ひどい ジャングルであろう。 

情意の 涸渴、 志操の 頹廃、 傲慢な 功利主義と 享楽主義 _ 

毒気ば かりが 立ち こめて、 清純な 花の 咲く 余地 は ある 

一 一、 ヽ o 



て だ。 

私 は 一 人の 畳職 人 を 知っている。 仕事 熱心な 壮年 者 

で、 老父 を 半ばいた わりつつ、 二人で 仲よ く 働いて い 

る。 彼 は 戦争 中、 召集され て 前線に 赴いた。 各地に 転 

戦して、 敵前 上陸 をす る こと 十三 回に 及んだ。 最後に 

は サイ パンに 廻され、 所謂 サイ パンの 玉砕 前、 負傷し 

て 千島に 戻って 来たので ある。 前線での 経験の 豊富な 

こと、 誰に も 引け は 取らないだろう。 然し 彼 は、 戦争 

のこと について は、 もう 語ろうと しないの である。 I 

I 戦争の こと は、 もう 話す の はい やです よ。 戦争 はも 

うたく さんだ、 そういう 気持で してね。 黙って、 畳 を 
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